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 ＼ ⽇進市×⼤学研究者 地域データを介護予防・まちづくりへ ／ 

⾼齢化時代の「健康なまち」をデータで読み解く 介護予防講演会 

⾼齢化が進む中、⽇進市では⼤学研究者と連携し、⽇進市の⾼齢者の健康状態や社会参加などの地域データを⽇
本⽼年学的評価研究（JAGES）も活⽤しながら、全国の他の⾃治体と⽐較分析し、介護予防や地域づくりに活かす
取組を進めています。今回、最新の分析結果を市⺠・専⾨職と共有し、「暮らしているだけで健康になれるまち」を⽬指
す“ゼロ次予防”の視点から、地域の⼒を活かしたこれからの介護予防を考えます。 
⽇進市は、⼤学と介護予防評価研究に関する協定を締結し、介護予防効果分析・検証を継続的に進めています。 

⽇時  

令和８年９⽉２５⽇（⾦）午後１時３０分〜２時３０分 

場所  

にっしんマスプロ市⺠会館 ⼩ホール 

講師 

井⼿ ⼀茂 ⽒ 千葉⼤学予防医学センター  
健康まちづくり共同研究部⾨ 特任准教授 

渡邉 良太 ⽒ 愛知淑徳⼤学  
健康医療科学部 医療貢献学科 理学療法学専攻 准教授 

講演内容 

1 暮らしているだけで、健康になれるまちとは 2 ⽇進市のデータ分析からみえたこと 
※講演会終了後、ワークショップ（医療介護職のみ）開催のため、講師へのインタビュー希望の場合は事前にご連絡ください    

お問い合わせ：介護福祉課 
電話：0561-73-1484／FAX：0561-72-4554／Email：kaigofukushi@city.nisshin.lg.jp 

写真 1 事業ポスター 


